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非平衡大気圧プラズマを照射した細胞培養液（通称 Plasma Activated Medium(PAM)）に選択的抗

腫瘍効果が報告されている。1) プラズマ照射によって PAM内に過酸化水素などの活性酸素窒素種

（RONS）が生成され、これらの物質の抗腫瘍効果への寄与が考えられている。2) RONS が、生

体内では消去作用によって、また保持時間によっても減少し、PAMの抗腫瘍効果が減少する。1) そ

のため RONS減少を抑制する必要がある。フラーレン誘導体が、細胞毒性をもち RONSの保持効

果が報告される。3) PAM 内に分散するため、水酸化したフラレノール（C60(OH)22）を PAM に添

加して、主に PAM内 ROS の保持効果や抗腫瘍効果について検証したので報告する。 

800 µMのフラレノールを添加した 6 mLの培養液（DMEM）に対して、非平衡大気圧プラズマ

（Ar 2 slm）を 3 min 照射して、フラレノール添加 PAM（FPAM）を作製した。照射の際、スター

ラーにより 300 rpmの速度で攪拌した。添加濃度では HeLa 細胞への毒性は確認されていない。細

胞培養時には、DMEM で 16 倍希釈して、作製後の FPAM は分注して直ちに細胞培養に使用する

ものと、残りは 24 h保管（37°C，5% CO2）後に別の細胞培養に使用した。それぞれ“0 h FPAM”、

“24 h FPAM”と名付けた。5000細胞の HeLa 細胞を 0 h FPAM、24 h FPAMで 24 h培養後の細胞

生存率をMTS assayによって測定した。 

フラレノール添加の有無、PAMと FPAMの比較から、細胞生存率は FPAMの方がわずかに低い。

24 h PAMの抗腫瘍効果は失われているが、24h FPAMで

は維持されている。この結果より、フラレノール添加が

抗腫瘍効果の長時間維持に寄与し、PAM 内の RONS 減

少を抑制した可能性がある。 

 本研究の一部は、科研費（24108002）の助成を受けて 

行われた。 
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Fig. 1 Cell survival of HeLa cells after 24  

hours culture in Plasma activated medium  

with or without fullerenol-addition. 

第64回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2017 パシフィコ横浜)16p-313-1 

© 2017年 応用物理学会 07-091 8.6

 


